
 37 

明学グッズ・ボランティアファンド／学生チャレンジ賞 
 

１．「明学グッズ・ボランティアファンド」について 

 

 2005 年秋、大学がおこなっているブランディングプロジェクトの一環として、明治学院大学ボランテ

ィアファンドの取り組みが始まった。これは大学生協で販売するグッズの開発に際し、大学と社会とを

結びつける方法のひとつとして考案されたアイデアであり、グッズの本体価格 10％をファンドとして積

み立て社会貢献に運用する仕組みである。ボランティアファンドの積立金額は、大学ホームページでも

報告されているとおり、2006 年度は 86 万 373 円、2007 年４月から 2007 年９月までの上半期は 37 万 864

円となっている。 

 今年度も、昨年度と同様、ボランティアファンドの総額の半額程度を限度に、大規模災害の被災者へ

の支援のために活用した。今年度は３月 25 日に能登半島地震が、また７月 16 日には新潟県中越沖地震

が発生した。ボランティアセンターでは、それぞれの地震発生後に 10 日間程度の期間、各キャンパスに

募金箱を設置し、大学内で広く募金を呼びかけた。そこで集められた募金とファンドから、能登半島地

震被災者支援募金として 15 万円、また新潟県中越沖地震被災者支援募金として 25 万円をそれぞれ義捐

金として日本赤十字社等に募金した。 

 

２．学生チャレンジ賞について 

 

 今年度は、環境保護活動をおこなう学生たちを支援する「ボランティアファンド・学生チャレンジ賞

（通称ボラチャレ）」が本格的にスタートした。これは、今まで活動してきた団体、またこれから活動を

始めたいと願っている団体に「環境保護」に関連する企画案を応募してもらい、企画の実現を支援する

プログラムである。条件は二つ。ひとつは明治学院大学の学生による団体であることと、活動範囲が白

金校舎および横浜校舎やその近隣、あるいは大学ゆかりの地（小諸市など）であることとなっている。

合計３団体ほどに８万円を上限とする奨励金を授与する方式で、５月の締切までに２団体３企画の応募

があった。書類審査の上、応募した２団体３企画に対し、６月２日に公開プレゼンテーションが課され

た。６月 18 日に、大塩武学長、ボランティアセンター推進委員の梅田治氏、そしてボランティアセンタ

ーのスタッフによる厳正な審査が行われ、学生チャレンジ賞が次の企画に対し授与されることが決定し

た。 

①企画名 mamenergy messengers 団体名 mamenergy project 代表 葛原さん（国際学科３年） 

②企画名 アースキャンパスカフェ 団体名 Reople   代表 中溝さん（国際学科４年） 

③企画名 明楽村   団体名 Reople   代表 中溝さん（国際学科４年） 
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３．受賞団体の活躍 

 

 学生チャレンジ賞は、公募期間が実質的に春休みになってしまったことなど、広報上の問題があった

ため、応募総数という点からは低調に終わったものの、その後の活動は活発なものだった。 

 ６月にボラセンまつりの一環として行われた公開プレゼンテーションは、審査員である梅田氏や、

NPO 法人ソフトエネルギープロジェクトの方々、出席していた学生たちとの意見交換の場となった。太

陽光パネルを使ってポストカードをプリントするというイベントでのアトラクションや、学生による学

生のためのフリーペーパーの発行、また大学の内外で人と人とがつながる必要性の訴えといった、学生

ならではの瑞々しい発想に、フロアから激励の言葉も寄せられた。７月 11 日には白金校舎の学長室にて、

授賞式が行われ、大塩武学長から祝辞とともに奨励金８万円が授与された。次ページに紹介されている

とおり、夏休みから現在まで、各団体ともさらに活躍のフィールドを広げている。受賞団体のこれから

のさらなる活躍が期待される。 

（坂口） 

 

 

 


